
 

企業の部 1 

【応募用紙】 

 

 

 

１ 応募者概要  

事 

 

業 

 

所 

名  称 

（ふりがな：にっさんじどうしゃ かぶしきかいしゃ てくにかるせんたー） 

日産自動車株式会社 テクニカルセンター 

代表者役職・氏名 
執行役副社長 R&D 担当 

中畔 邦雄 
従業員数 

テクニカルセンターの 

従業員数は非公開 

所 在 地 
〒243-0192   

神奈川県厚木市岡津古久560-2 

ホームページアドレス https://www.nissan-global.com/JP/ 

事業開始年月 1933年12月26日 

環境への取組

を 

開始した年月 

2008年 

（わくわくエコスクー

ル正式開始年） 

事業内容 

自動車の製造、販売および関連事業 

環境への取組について

過去に受けた表彰等 

わくわくエコスクールとしては特になし 

本

社 

名 称 日産自動車株式会社 所 在 地 横浜市西区高島1-1-1 

総従業員数 
22,825名（単独） 

資 本 金 
6,058憶13百万 

 

 

２ 環境に対する企業理念の設定、管理体制 

(1) 基本理念・自己宣言等 

日産環境理念『人とクルマと自然の共生』 

 

 

(2) 環境マネジメントシステム関連 

 取組等の名称 詳 細 内 容 

ア 認証等 

ISO 14001 

 

 

2011年1月にグローバル本社をはじめ、研究開発、生産、物流な

どすべての主要拠点、および製品開発プロセスにおいて環境マ

ネジメントシステムISO14001の認証を取得し、環境統括者が直

接環境活動を管理・推進する体制を構築した。 

イ 組織体制 

環境委員会 

 

 

環境統括者が定めた全社での統一目標は、地区事務局を通して

事業所ごとに従業員に共有され、全社を統括するISO事務局と各

事業所や部門での活動内容や従業員からの提案を束ねる地区事

務局が月に1回以上協議し、目標に対する進捗の確認、ベストプ

ラクティスの水平展開、マネジメントシステムの改善、次年度

計画の立案、事業所や部門からの要望の吸い上げなどを行う。 

提出いただいた応募書類（規約・会則等、役員名

簿、収支書類を除く）は、活動内容紹介のため、

ホームページ上に公開します。応募用紙・補足資

料に個人情報を記載しないようご注意ください。 
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ウ チェック 

機構 

マネージメントレビュー 

 

 

協議された内容や提案などは年2回（うち1回はマネジメントレ

ビューにて）、環境統括者に報告し、改善につなげています。 

一方、マネジメントが適切に機能していることを確認するため

に、第三者機関による外部審査を実施しています。さらにコン

プライアンスを強化するために、内部監査においてこれまでの

確認項目だけではなく行政への届出など、順法性を重点に確認

しリスクを洗い出しました。こうした取り組みを、小さな人的

ミスも逃さないシステムの構築につなげ、業務の改善を図って

いる。 

エ その他の 

取組 

NGP2022 

 

 

日産は、環境理念である「人とクルマと自然の共生」を実現す

るため、 中期環境行動計画「ニッサン・グリーンプログラム

（NGP）」を推進している。 

NGP2022は、「ニッサン インテリジェント モビリティ」を通じ

た電気自動車（EV）推進、車両の電動化をはじめとするモノづ

くりの技術革新、資源とクルマの価値利用の最大化、そして革

新的な技術・サービスによって、モビリティと人と社会の新た

な関係構築の実現を目指す。 

 

(3) 取組結果等の公表・広報 

日産サステナビリティレポート 

日産のESG（E: Environmental 環境、S: Social 社会性、G: Governance ガバナンス）に関する取り組みとそ

の成果についてまとめた報告書を、ホームページ上で公開しています。 

 

 

３ 事業活動において環境に配慮している取組、社会貢献活動（本社取組） 

 ※取組や活動を開始した年度も記載してください。 

 
取組・活動

等の名称 
詳 細 内 容 

※(もし該

当がある場

合は、SDGs

の目標番号

を記入して

ください) 

(1)環境に配

慮した製品や

技術開発、サ

ービス等の提

供・導入 

 

 

 

 

 

環境保全技術の向上 

 革新的な商品・技術・サービスの提供と企業活動を通じて環境

保全に取り組む 

９ 

(2)省エネ・

CO2 

排出量削減の

取組 

 

 

 

 

 

温室効果ガスの削減 

 新車からのCO2排出量削減 

 企業活動からのCO2排出量削減 

１３ 

(3)廃棄物削

減の取組 

 

 

 

廃棄物の削減 

 新車設計段階から「３R」の視点を取り入れ、廃棄物を削減 

 廃棄物再資源化などにより、生産過程における廃棄物を削減 

１２ 
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(4)生物多様

性 

保全等の取組 

 

 

 

生物多様性の保全 

 国連ミレニアム生態系評価のフレームワークに基づき、課題を

明確化し、外部機関との連携を含めた活動を推進 

１５ 

(5)社会貢献

活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な街づくり 

 NGOなどのパートナーとともに、地域社会への貢献を通じて、よ

りグリーンで安全、そしてすべての人に平等な機会が与えられ

る社会の実現を目指す 

次世代教育支援 

 事業で培った知識や技術を活用した教育プログラム（日産わく

わくエコスクール、日産モノづくりキャラバン、わくわく日産

スタジオ）などを提供する 

１１ 

(6)その他 

その他の取

組 

 

 

別添資料「日産のSDGsへの貢献」をご覧ください 

 

 

※SDGs（持続可能な開発目標）を達成するための活動の中で、環境の保全や環境教育など、環境に関する活

動は応募対象となるため、参考までに御記入いただくものです。該当しない場合は記入不要です。 

 

４ 成果を上げている取組や先駆的・模範的な取組・事業（テクニカルセンター取組） 

 

取組や事業の名称 詳 細 内 容 

日産わくわくエコスク

ール 

「日産わくわくエコスクール」は、当社の研究・開発部門が独自に開発した環境問題

をテーマとした出張授業プログラム。 

2000年頃から事業所近隣の小学校に単発的に提供していた環境授業を由来とし、2008

年に授業プログラムの形を確立させ、現在に至る。 

また、横浜市環境教育出前講座に登録し、要請により授業を実施。 

 

①教育の目的 

将来を担う子供達に向け、地球温暖化などの環境問題と環境負荷低減に向けた自動車

業界の取組みを伝える事で環境意識を育てると共に児童自らのアクションを促す。 

 

②授業内容 

講義：気温予測のシミュレーション動画などを通して地球温暖化について学び、電気

自動車の貢献を理解する。 

実験：電気自動車の仕組みや電気自動車の特性の 1つである回生技術（減速エネルギ

の有効活用）について学ぶ。 

電気自動車体験：実車見学を通じて電気自動車特徴や、装備された最新技術を学ぶ。 

 

③授業の実施場所 

 小学校、中学校、高校 

 環境フェア等、自治体主催の各種イベント 

 工場、販売店等、自社関連会社/施設でのイベント 
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５ 今後の取組・活動方針  

※次年度以降の目標や継続のための取組・活動方針も含めて具体的に記入してください。 

※現在活動休止中の場合でも、今後の活動の見込みや方針について御記入ください。 

20年度は新型コロナウイルスの影響により、対面による出張授業の実施が難しい一方で日本政府が「2050年

カーボンニュートラル宣言」 を発表した年でもあった。 

その様な状況下で環境意識を高めるための授業をいかに継続させるかを考え、以下新たな取り組みを実施し

た。 

 

①貸出プログラムの提供 

 インターネット環境が整っていない学校向けに講義・実験手順・電気自動車の新技術と特徴を紹介した動

画教材（DVD）を作成し、モデルカーと共に貸し出すプログラムを開発（20年度提供実績は 23校） 

 

②Webオンライン授業の実施 

 自動車メーカのエンジニアと直接コミュニケーションする機会を提供するため、Web 会議システムを用い

たオンライン授業のトライアルを実施。 

 また学校側の希望に応じて、児童に「環境にやさしい車の研究結果」をエンジニア向けに発表して貰う機

会を持つ等、柔軟な授業展開を行っている。 

 

今後の活動計画のため、以下の取り組みを実施している。 

 

【プログラムの持続性】 

 日産わくわくエコスクールの講師は従業員の自発性に基づく手上げ方式を採用。講師養成講座による認

定制度により、提供する授業の質を高いレベルで平準化させています。 （R&D内の認定講師数：77名） 

 また、第一世代の講師が第二世代の講師を養成するなど、無理なくプログラムを持続させる仕組みを構

築しています。 

 

【授業内容の持続性】 

 コロナ渦における新たな教育の仕組み「貸出プログラム」「Web オンライン授業」により、国内外問わ

ず、様々な環境下での授業を可能としました。 

 内製のプログラムは環境に関する最新動向に基づき毎年見直しを実施すると共に、カーボンニュートラ

ル宣言等の最新動向は素早く反映し、正しい情報をいち早く伝えられる様になっています。 
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６ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 

【例】 

●最も注目してもらい・評価してもらいたい取組 

●一番成果があがっていると思う取組 

●他の企業と異なる強み・独自性 

●取組の過程で、どのような努力・苦労があったか  など 

 

 研究開発部門の環境出張授業として最新の環境技術、環境動向を盛り込み、従業員が小学校に訪問して

直に児童に体験して貰える様、自社開発の実験キット（回生装置）や電気自動車リーフを持ち込んで授

業を実施している。 

 実績：2008年より延べ 913の学校を中心に、全国で 105,328名の児童へ教育プログラムを提供。 

横浜市内学校実績：2009年～2020年まで延べ 174校 12,139名（内貸出 6校 545名、オンライン 2校 86

名） 

 授業で聞いた事をそのまま鵜呑みにするのではなく、問題があれば原因を調べ、解決するためにどう考

えてどのようなアクションが必要なのか、という児童の自立性を尊重する授業構成としている。そのた

め、常に児童に考えるようクイズなど盛り込んで授業参加を促し、興味を持つよう写真やデータを多用

した講義を行っている。 

 小学校実施後に先生・児童アンケートを実施。感想・意見を踏まえて、毎年授業内容の見直しを図って

いる。 

 児童にしっかり理解して貰うため対象児童学年（5，6年）の理科・社会の教科書を入手し、ベースとな

る知識や学習方法など情報収集に努め、教材創りを行っている。 

 従業員参加のため、各自の業務を整理し、仕事の合間に参加して貰うための社内調整や社内認知向上が

常に課題となっているが、様々な業務に従事する日産従業員と直接コミュニケーションする授業形態は

児童の職業選択の幅を広げる一助にもなると信じ、このスタイルを維持する事に努力している。 

 コロナ禍においては講義・実験の説明・電気自動車の特徴などについて動画を作成し、実験キット（手

回し発電機で発電し、モデルカーのコンデンサーに蓄電、蓄電した電気で走行させる）を小学校に貸し

出すプログラムを作成し、令和 2年度は延べ 23校、2018名の児童が受講。 

（令和 3年度は出張授業が増えたため、11月 17日時点で 4校、530名に貸し出し）。 

 コロナ対策として電気自動車への試乗は中止していたが、体験の要望が多かったため、駐車サポート技

術のデモ走行を行い、自動でハンドルが回転する様子を撮影し、屋外のモニターで上映して児童に最新

技術を見て貰う様な創意工夫を行った。 
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目次

環境

CEOメッセージ

社会性

CSOメッセージ

ガバナンス

カーボンニュートラル/
新型コロナウイルスへの対応

ESGデータ集

取締役会議長
メッセージ

編集方針

日産のサステナビリティ

TCFD対照表

日産のSDGsへの貢献 ルノー・日産自動車・
三菱自動車のアライアンス

GRI内容索引 投資家向け索引

2050年には世界の人口が90億人に達すると予測される中、社会は気候変

動、貧困、都市化の進行などさまざまな課題に直面しています。こうした課題

を解決すべく、国連では「持続可能な開発目標（SDGs）」が採択され、その達

成に向けて、企業が果たす役割はますます高まっています。自動車産業にお

いても安全で安心かつ持続可能なモビリティをすべての人にもたらし、社会に

価値を提供することがより一層重要になっていると認識しています。日産は

SDGsを支持し、その目標の達成に貢献します。

GRI102-12  

日産のSDGsへの貢献
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目次

環境

CEOメッセージ

社会性

CSOメッセージ

ガバナンス

カーボンニュートラル/
新型コロナウイルスへの対応

ESGデータ集

取締役会議長
メッセージ

編集方針

日産のサステナビリティ

TCFD対照表

日産のSDGsへの貢献 ルノー・日産自動車・
三菱自動車のアライアンス

GRI内容索引 投資家向け索引

ゴール ターゲット 貢献 日産のアプローチ 指標 2018年度実績 2019年度実績 2020年度実績 目標

1 1.2 生計の向上
地域社会への貢献活動を通じて、よりクリーンで安全、そして
すべての人に平等な機会が与えられる社会の実現を目指し
ます

ー ー ー ー ー

2 2.1 緊急時の
食料支援

自然災害などによる被災地のニーズを捉え、物資などの提供
支援を行います ー ー ー ー ー

3

3.6 交通事故の
削減

「クルマ」「人」「社会」という3つの階層に働きかけることで、
交通事故による死者数を削減します

日産車がかかわる交通
事故における死者数の

1995年比低減率（日本）
76%減少 76%減少 (直近データ

は2019年)

2020年までに
1995年比で

75%削減

3.9 健康への
影響の低減

ゼロ・エミッション車などの普及により都市部における大気
汚染を改善します ー ー ー ー ー

4

4.2
4.3

次世代
教育支援

事業で培った知識や技術を活用した教育プログラムなど
を提供します ー ー ー ー ー

4.7
サステナ
ビリティの
理解促進

従業員、販売会社、取引先を含め、サステナビリティに
関する理解を促します ー ー ー ー ー

5

5.1 ジェンダー
平等の推進

ダイバーシティ&インクルージョン、地域社会への貢献
活動を通じて、女性の活躍支援をグローバルに推進します ー ー ー ー ー

5.5 ジェンダー
平等の推進

多様なバックグラウンドからなる人財一人ひとりが力を
最大限発揮できるインクルーシブな組織を目指します 女性管理職比率 13.6% 13.9% 14.7%

2023年までに
グローバルで

16%
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目次

環境

CEOメッセージ

社会性

CSOメッセージ

ガバナンス

カーボンニュートラル/
新型コロナウイルスへの対応

ESGデータ集

取締役会議長
メッセージ

編集方針

日産のサステナビリティ

TCFD対照表

日産のSDGsへの貢献 ルノー・日産自動車・
三菱自動車のアライアンス

GRI内容索引 投資家向け索引

ゴール ターゲット 貢献 日産のアプローチ 指標 2018年度実績 2019年度実績 2020年度実績 目標

6 6.4 水資源利用
効率の向上

クルマおよび部品を製造する工場は世界各地に点在して
おり、すべての生産工場で水使用量の管理・削減への取り
組みを進めます

生産台数当たりの取水量
削減率 vs 2010年比 18.7% 23.0% 16.0%

2022年までに
グローバル生産
拠点における
取水量21%削減

7

7.2
再生可能
エネルギー
利用の増加

各拠点の地域特性に合わせ、自社の設備による発電、再生
可能エネルギー比率の高いエネルギーの調達、自社資産の
発電事業者への貸付という3つのアプローチで、再生可能
エネルギー利用を推進します

生産工場での再生可能
エネルギー使用比率 10.2% 10.2% 10.5％ ー

7.3 エネルギー
効率の改善

生産過程におけるエネルギー消費削減のための取り組みを
進めます

生産台数当たりの
エネルギー消費量

1.73
MWh

1.75
MWh

2.11
MWh ー

8

8.1 経済の発展 自動車の製造、販売を通じて、世界経済の成長を促します 売上高 115,742億円 98,789億円 78,626億円 ー

8.2 学習機会の
提供

多様な人財一人ひとりが自己開発できる「いつでも、どこでも」
学べる機会を提供します

従業員1人当たりの
年間受講時間 21.5 26.0 24.3 ー

8.5
ディーセント
ワークの
確立

多様な価値観やライフニーズを持った従業員が活躍できる
よう、ダイバーシティ&インクルージョンを支える重要な
土台となる働き方改革を推進します

離職率 6.2% 6.6% 4.6% ー

8.7 人権の尊重
国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」を参照すべき
基準と位置づけ、「日産の人権尊重に関する基本方針」に
基づき取り組みを進めます

ー ー ー ー ー

8.8 労働災害の
削減

労働安全衛生マネジメントシステムを構築し、労働安全衛生
活動が確実に実施される体制を整備します

労働災害度数率
（日本） 0.35 0.49 0.36 ー
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9 9.4 環境保全
技術の向上

革新的な商品・技術・サービスの提供と企業活動を通じて、
環境保全に取り組みます

環境保全コスト
（日本）

投資：3,790
百万円、コス
ト：171,245
百万円

投資：2,538
百万円、コス
ト：183,578
百万円

投資：1,822
百万円、コス
ト：151,675
百万円

ー

グローバルの各拠点から必要な設備提案を募り、投資額
当たりのCO2削減量が大きい案件に対して優先的に資金
を配分します

ー ー ー ー ー

10 10.2 ダイバー
シティの推進

多様なバックグラウンドからなる人財一人ひとりが力を最大
限発揮できるインクルーシブな組織を目指します ー ー ー ー ー

11

11.1 持続可能な
街づくり

NGOなどのパートナーとともに、地域社会への貢献を
通じて、よりクリーンで安全、そしてすべての人に平等な
機会が与えられる社会の実現を目指します

ー ー ー ー ー

11.2
強靭な交通
インフラの
整備

電気自動車、自動運転技術などを活用し、持続可能なモビリ
ティ社会の発展に貢献します ー ー ー ー ー

12

12.4 大気汚染物
質の低減 生産過程における大気汚染物質を削減します

VOC排出量（主要地域） 8,433トン 6,465トン 4,742トン ー

NOx排出量 418トン 380トン 364トン ー

SOx排出量 34トン 14トン 10トン ー

PRTR対象物質排出量 3,398トン 3,313トン （直近データ
は2019年） ー

12.5
廃棄物の
削減

新車の設計段階から「3R」の視点を取り入れ、廃棄物を削減します リサイクル実効率（日本） 99.6% 99.2% 99.4% ー

廃棄物の再資源化などにより、生産過程のおける廃棄物を
削減します

廃棄物の削減率
（BAU比）

10.2%（日本）、
2.6%（海外）

5.8%（日本）、
4.3%（海外）

7.4％（日本）、
4.4％（海外）

日本生産拠点
BAU比2%、海外生
産拠点BAU比1%

12.6
持続可能性に
関する
情報の開示

サステナビリティレポートなどを通じ、ステークホルダーに
対し、情報を発信します

ー ー ー ー ー
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13 13.1
温室

効果ガスの
削減

新車からのCO2排出量を削減します
新車からのCO2排出削減
（2000年度比：日本、
米国、欧州、中国）

33% 34.8% 37.4%

2022年度まで
に2000年度比
でCO2排出量を
40%削減する

企業活動からのCO2排出量を削減します
グローバル販売台数
当たりのCO2削減
（2005年度比）

31.4% 34% 33.7%

2022年度まで
に2005年度比
でCO2排出量を
30%削減する

カーボンクレジットを利用し、CO2排出量を削減します
クレジット量
（スペイン）

42,787t-CO2 38,845t-CO2 26,153t-CO2 ー

14 14.1 海洋汚染の
防止

全生産拠点で、現地の規制よりも厳しい基準値で廃水の
水質を管理します

ー ー ー ー ー

15 15.5 生物多様性の
保全

「国連ミレニアム生態系評価」のフレームワークに基づき、
課題を明確化し、外部機関との連携を含めた活動を推進します

ー ー ー ー ー

16

16.3 法の支配の
徹底 法令を遵守することにより、法秩序を強固なものにします

重大な法令・条例違反に
よる行政処分件数
（環境）

0件 0件 0件 ー

16.4 違法な製品
取引の防止 各国の安全保障に関する輸出規制法令の遵守を徹底します ー ー ー ー ー

16.5 腐敗・賄賂の
削減

「日産グローバル賄賂防止ポリシー」を徹底することで、違反を
低減させます

ー ー ー ー ー

17 17.16
持続可能な
社会に向けた
技術連携

ルノー・日産自動車・三菱自動車アライアンスを通じて、
自動車業界の技術をけん引します

ー ー ー ー ー



神奈川 北海道 茨城 熊本 静岡 東京 埼玉 千葉 栃木 長野 兵庫 福岡 福島 広島 愛知 岐阜 沖縄 新潟 大阪 群馬
（ブラジル人）

鹿児島 ドバイ 各年度合計

FY08 14 1 1 2 2 20

FY09 28 3 31

FY10 31 4 3 38

FY11 18 0 18

FY12 30 1 1 32

FY13 40 1 4 1 1 1 48

FY14 55 1 2 6 1 2 67

FY15 60 0 0 0 1 4 1 1 5 0 0 2 1 0 75

FY16 69 1 1 5 5 6 1 88

FY17 71 1 2 4 4 5 5 2 94

FY18 67 1 2 4 2 171 7 7 1 1 263

FY19 63 2 3 2 1 5 7 2 1 1 1 88

FY20 35 5 1 4 4 1 1 51

県合計 581 6 4 1 12 39 1 4 193 2 6 32 19 1 1 2 1 1 1 2 2 1

総計 913

2008年~2020年実績

小・中・高校実施県別実績

グレー：小・中・高校、イベント実施県



「地球温暖化と電気自動車」出張授業内容紹介

地球温暖化の仕組み、産業革命以降の化石エネルギー
の燃焼、温暖化のリスクについて説明した後、ガソリン車の
問題とエコカーと再生可能エネルギーへの転換について講
義をした後、電気自動車についての実験と実車確認で変
わる自動車産業への理解と環境問題に対する技術開発
についての理解と興味を促している

教材抜粋



新型コロナウイルス対策新プログラム「貸出プログラム」

【貸出内容】
DVD1枚（お話・実験・実車紹介 計33分）、モデルカー48個/セット、説明書

新型コロナウイルス対策新プログラム「オンラインプログラム」

教材抜粋

自動車の『電動化』と『知能化』について
20分授業を行った後、児童からの質問に
答える所要時間45分のオンライン授業。
難易度を高めにした分、講師との質疑応
答に時間をしっかり設けた。児童に現在あ
る課題に対してどのような取り組みをする
のか現在の技術について理解をしてもらい、
自分自身の未来、世界について考えて
もらう目的の授業



2015年度実施2か月後アンケート集約と授業内容見直し実施

• 小学校にご協力いただき実施した2回にわたるアンケートの結果を集約、分析し、現状の授業内容に変更
• 受講後に復習に使えるよう補助資料①を作成
• 省エネなど具体的なエコ活動を促すための省エネポスター②を講師の顔写真とメッセージを添えて実施後に送付



① 補助資料 ② 省エネ啓発ポスター（実施後送付）
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